
要素 影響度 存在割合
うち

非重複割合

建
物
形
状

建物短辺長さ 4.6% 41.4% 95.2%

無落雪屋根 8.8% 4.9% 55.6%

直交壁 2.3%
（直交壁を有する住宅および
その住宅内での箇所数は“影響度”に含む）

接合部
低減係数

18.0%
一般区域： 0.0%

多雪区域：100.0%
－

推定値
“各要素の（影響度×存在割合）の積”により推定

22.5％ （一般区域：5.4%，多雪区域：23.7%）

・評価要素の影響度・存在割合を考慮した「耐震

性能の向上率」の平均値を用いて、耐震性能の

分布状況を推計しました（図４）。

Ａ．評価要素の影響度と存在割合

・木造住宅の耐震診断データを用いて、耐震性能

に影響する３つの要素について、一般診断法の

構造評点で比較しました。

・屋根荷重評価に関係する「建物短辺長さ」「無

落雪屋根」、および壁耐力評価に関係する「直

交壁」について、耐震性能の向上効果があるこ

とを確認しました（図２，表１）。

・耐震性能に影響する要素を持つ住宅の割合を、

複数の耐震診断結果などを用いて整理しました

（図３ ，表１ ）。

・これまでの研究から、積雪寒冷な北海道におけ

る木造住宅は耐震性に有利に働く特徴がありま

すが、屋根形状など耐震診断の一般診断法にお

いては反映されていない要素もあります。

・本研究では、一般診断法で反映されていない要

素を採り入れて耐震性能の評価を行い、北海道

における既存木造住宅の潜在的な耐震性能を推

計することを目的とします。

本研究の成果は、北海道耐震改修促進計画の改

訂における耐震化率推計の基礎データなどに活用

されます。

Ｂ．複数要素を考慮した耐震性能の評価

・複数の評価要素がある場合の耐震性能の推定方

法を提案しました（表１）。

・建物形状の３つの要素に加え、積雪を考慮した

「接合部低減係数」の影響も含めて、耐震性能

を推定しました。

・個々の住宅毎に耐震診断データを用いて耐震性

能を評価した結果と比較して、複数要素を考慮

した耐震性能の評価方法が妥当であることを確

認しました。
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表１ 影響度･割合による耐震性能の向上率

１．評価要素の影響度の確認
・評価要素の影響を考慮する
前後の耐震性能を比較・確
認

２．評価要素の
存在割合の整理

・評価要素を持つ住宅の割合
を整理

３．複数要素の関連性分析・評価方法の検討
・複数の評価要素を持つ住宅の割合・決定要素を分析
・評価要素の影響度・存在割合を考慮した耐震性能の推定方法を検証

図1 研究フロー

４．耐震性能分布を推計
・評価要素の影響度・存在割合を考慮した耐震性能の分布状況を推計

建築性能試験センター

図３ 評価要素を持つ住宅の割合

(a) 道無料診断による
「建物短辺長さ」の分布

(b) 道無料診断による
「屋根形状」の分布
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図２ 評価要素の考慮有無による耐震性能の比較

(a) 「建物短辺長さ」 (b) 「無落雪屋根」
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Ｃ．耐震性能分布の推計
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図４ 潜在耐力を考慮した構造性能分布の推計

対数正規分布による期待値
（昭和56年以前，多雪区域）


